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本稿では，小・中学校社会科において「社会的な見方・考え方」を働かせた学習を位置づけた単元・授業
として，「益子焼を生かした益子町のまちづくり」（小学校第4学年）および「日本の諸地域～北海道地方～」

（中学校第2学年地理的分野） の実践事例について，単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿について紹介，
分析した。また，これまでの4年間における実践・研究を通して，各学年（分野）・単元・授業において「社
会的な見方・考え方」の接続・発展や関連性を意識しながら適切に位置づけることで，子どもたちの多面的・
多角的な学びや「深い学び」の実現に資する可能性があることが確認された。

キーワード：小・中学校社会科，「社会的な見方・考え方」，接続・発展，関連性

1．はじめに
本学部連携研究プロジェクト・社会科プロジェク

トでは，2019年度から研究テーマを「社会を見つめ，
社会と関わる力を育成する社会科授業」と設定し，
実践・研究を行ってきた（1）。周知のように，学習
指導要領（平成29年告示）では，小・中学校社会
科の目標は共通して「公民としての資質・能力の基

礎」で，また見方・考え方も「社会的な見方・考え
方」でそれぞれ一貫性が図られている他，教育内容
についても小・中学校の一貫性の枠組みが強く意識
されている。なかでも，「社会的な見方・考え方」
については，小学校の「社会的事象の見方・考え方」，
また中学校の「社会的事象の地理的な見方・考え方」

（地理的分野）・「社会的事象の歴史的な見方・考え方」
（歴史的分野）・「現代社会の見方・考え方」（公民的
分野）のように，校種・分野などの段階・特色をふ
まえた見方・考え方に整理されているが（2），小学
校から中学校，さらには高等学校までを見通して，
子どもたちの「社会的な見方・考え方」をいかに接
続・発展させながら，どのような資質・能力を育成
していくのかについては，依然として重要な実践的
課題となっていると考えられる（3）。

以上のような点から，これまで本プロジェクトでは，
「社会を見つめ」ることを社会的事象について多面的・
多角的に捉えること，また，「社会と関わる」ことを社
会における課題を見つけ，議論し，解決しようとするこ
とと位置づけ，子どもたちの発達段階や学びの連続性・
関連性を念頭に置きながら，小・中学校の7年間にお
ける学びの姿と発展の道筋について明らかにしていく
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ことを目的としてきた。具体的には，小・中学校社会
科において「社会的な見方・考え方」を働かせた学
習を位置づけた単元・授業を構想・実践し，子どもた
ちの「社会的な見方・考え方」の発展の道筋とそれ
による学びの成長について分析・検討を行なってきた。

本稿では，「社会的な見方・考え方」の接続・発
展に着目しながら，小・中学校社会科において（複
数の）異なる「社会的な見方・考え方」（4）を働か
せた学習を位置づけた実践事例（小学校第4学年・
中学校第2学年）について，単元・授業の実際と子
どもたちの学びの姿について紹介，分析する。

2．�単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿（小
学校第4学年「益子焼を生かした益子町のまち
づくり」）

（1）本単元における学習計画
本単元は，学習指導要領の内容「（5）県内の特

色ある地域の様子」にあたる。本単元における学習
計画を示すと，以下の【表1】の通りになる。

【表1】本単元における学習計画（総時数9時間）
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いて分析・検討を行なってきた。 

 本稿では，「社会的な見方・考え方」の接続・発

展に着目しながら，小・中学校社会科において(複数

の)異なる「社会的な見方・考え方」(4)を働かせた学

習を位置づけた実践事例(小学校第４学年・中学校第

２学年)について，単元・授業の実際と子どもたちの

学びの姿について紹介，分析する。 

 

２２．．単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿（小学

校第４学年「益子焼を生かした益子町のまちづくり」） 

 

（（１１））本本単単元元ににおおけけるる学学習習計計画画  

 本単元は，学習指導要領の内容「(５)県内の特色

ある地域の様子」にあたる。本単元における学習計

画を示すと，以下の【表１】の通りになる。 

 

【【表表１１】】本本単単元元ににおおけけるる学学習習計計画画（（総総時時数数９９時時間間））  

 学習活動・内容(※数字は時数を示す) 

⑴ 家にある益子焼や益子町観光資源の資料を見て，

学習問題「益子焼はどんな焼き物で，益子町は益

子焼をどのように生かしているのだろう」を作り，

予想を立てる。…２ 

⑵ 益子焼の歴史や作り方について調べ，ワークシー

トにまとめる。【起源 努力】…１ 

⑶ 益子町が益子焼を生かしている事例について調べ

る。【工夫】…１ 

⑷ 社会科見学の見学先で学んだことや立場を関係図

にまとめ，共有する。【関わり 継承】…１ 

⑸ 益子町の考えるまちづくりについて知り，益子焼

を生かしたまちづくりとしての益子焼総販売額増

加の取り組みについて考え，話合う。【工夫 分

布 連携 発展】…３（本時３／３） 

⑹ 益子町まちづくりアイディアレポートに，取り組

みのアイディアをまとめる。【連携 発展】…１ 

(※ゴシック字は「働かせたい見方・考え方」) 

 

（（２２））本本時時のの授授業業ににつついいてて  

・題目  

「益子焼のはん売がくを上げるためのアイディ

アを提案しよう」 

・目標  

益子焼を生かしたまちづくりとして，益子焼

総販売額増加の取り組みについて話合い，取り

組みとその理由をワークシートに書くことがで

きる。    【思考力・判断力・表現力等】 
・指導方針 

  本単元を通して，益子焼に関わる様々な人々の

協力に気付き，進んで益子焼総販売額増加の取り

組みを考え，学習問題を追究し解決しようとする

姿を「社会と関わる」姿として育成する。 
  単元の展開においては，益子焼の歴史や作り方

とともに，益子町の自然環境やまちづくりに関わ

る人々の工夫や努力がよりよいまちづくりに繋

がっていることを理解した上で，益子焼総販売額

増加の取り組みのアイディアを学級全体やグル

ープ，個人で考えるようにした。 

また，社会科見学では，作り手の思いに触れら

れるように，見学先を３か所選定した。①伝統的

な方法にこだわる窯元と，②日用品ではない陶壁

をつくる窯元，そして③後継者を育成する県の施

設のうち１か所を選んで見学をした後，手びねり

体験をしたり，人間国宝である濱田庄司の作品を

見たり，益子町役場の方の益子焼を生かしたまち

づくりについて話を聞いたりした。 

その上で，これまでに学習してきたことを生か

して，販売額を上げるための取り組みを考えると

いう課題を設定した。全員が全く新しいアイディ

アを生み出すのは困難だと考えたため，益子町が

現在行っているフォトコンテストなどの取り組

みを継続するというアイディアも可とした。 

本時（第８時）では，学習課題を追究するため

に，「社会的な見方・考え方」を働かせながら，

多面的・多角的に考え，益子焼の販売額を上げる

アイディアを表現できることをねらいとした。子

どもたちの具体的な姿については，以下の評価計

画における一例で示す。 

・評価計画 

 ア 観点－思考・判断・表現 

 イ 方法－ワークシートの記述 

 ウ 具体の評価基準等 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

（※ゴシック字は「働かせたい見方・考え方」）

（2）本時の授業について
・題目

「益子焼のはん売がくを上げるためのアイディア
を提案しよう」

・目標
益子焼を生かしたまちづくりとして，益子焼総販

売額増加の取り組みについて話合い，取り組みとそ
の理由をワークシートに書くことができる。

【思考力・判断力・表現力等】

・指導方針
本単元を通して，益子焼に関わる様々な人々の協

力に気付き，進んで益子焼総販売額増加の取り組み
を考え，学習問題を追究し解決しようとする姿を「社
会と関わる」姿として育成する。

単元の展開においては，益子焼の歴史や作り方と
ともに，益子町の自然環境やまちづくりに関わる
人々の工夫や努力がよりよいまちづくりに繋がって
いることを理解した上で，益子焼総販売額増加の取
り組みのアイディアを学級全体やグループ，個人で
考えるようにした。

また，社会科見学では，作り手の思いに触れられ
るように，見学先を3か所選定した。①伝統的な方
法にこだわる窯元と，②日用品ではない陶壁をつく
る窯元，そして③後継者を育成する県の施設のうち
1か所を選んで見学をした後，手びねり体験をした
り，人間国宝である濱田庄司の作品を見たり，益子
町役場の方の益子焼を生かしたまちづくりについて
話を聞いたりした。

その上で，これまでに学習してきたことを生かし
て，販売額を上げるための取り組みを考えるという
課題を設定した。全員が全く新しいアイディアを生
み出すのは困難だと考えたため，益子町が現在行っ
ているフォトコンテストなどの取り組みを継続する
というアイディアも可とした。

本時（第8時）では，学習課題を追究するために，「社
会的な見方・考え方」を働かせながら，多面的・多
角的に考え，益子焼の販売額を上げるアイディアを表
現できることをねらいとした。子どもたちの具体的な
姿については，以下の評価計画における一例で示す。
・評価計画

ア　観点－思考・判断・表現
イ　方法－ワークシートの記述
ウ　具体の評価基準等
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いて分析・検討を行なってきた。 

 本稿では，「社会的な見方・考え方」の接続・発

展に着目しながら，小・中学校社会科において(複数

の)異なる「社会的な見方・考え方」(4)を働かせた学

習を位置づけた実践事例(小学校第４学年・中学校第

２学年)について，単元・授業の実際と子どもたちの

学びの姿について紹介，分析する。 

 

２２．．単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿（小学

校第４学年「益子焼を生かした益子町のまちづくり」） 

 

（（１１））本本単単元元ににおおけけるる学学習習計計画画  

 本単元は，学習指導要領の内容「(５)県内の特色

ある地域の様子」にあたる。本単元における学習計

画を示すと，以下の【表１】の通りになる。 

 

【【表表１１】】本本単単元元ににおおけけるる学学習習計計画画（（総総時時数数９９時時間間））  

 学習活動・内容(※数字は時数を示す) 

⑴ 家にある益子焼や益子町観光資源の資料を見て，

学習問題「益子焼はどんな焼き物で，益子町は益

子焼をどのように生かしているのだろう」を作り，

予想を立てる。…２ 

⑵ 益子焼の歴史や作り方について調べ，ワークシー

トにまとめる。【起源 努力】…１ 

⑶ 益子町が益子焼を生かしている事例について調べ

る。【工夫】…１ 

⑷ 社会科見学の見学先で学んだことや立場を関係図

にまとめ，共有する。【関わり 継承】…１ 

⑸ 益子町の考えるまちづくりについて知り，益子焼

を生かしたまちづくりとしての益子焼総販売額増

加の取り組みについて考え，話合う。【工夫 分

布 連携 発展】…３（本時３／３） 

⑹ 益子町まちづくりアイディアレポートに，取り組

みのアイディアをまとめる。【連携 発展】…１ 

(※ゴシック字は「働かせたい見方・考え方」) 

 

（（２２））本本時時のの授授業業ににつついいてて  

・題目  

「益子焼のはん売がくを上げるためのアイディ

アを提案しよう」 

・目標  

益子焼を生かしたまちづくりとして，益子焼

総販売額増加の取り組みについて話合い，取り

組みとその理由をワークシートに書くことがで

きる。    【思考力・判断力・表現力等】 
・指導方針 

  本単元を通して，益子焼に関わる様々な人々の

協力に気付き，進んで益子焼総販売額増加の取り

組みを考え，学習問題を追究し解決しようとする

姿を「社会と関わる」姿として育成する。 
  単元の展開においては，益子焼の歴史や作り方

とともに，益子町の自然環境やまちづくりに関わ

る人々の工夫や努力がよりよいまちづくりに繋

がっていることを理解した上で，益子焼総販売額

増加の取り組みのアイディアを学級全体やグル

ープ，個人で考えるようにした。 

また，社会科見学では，作り手の思いに触れら

れるように，見学先を３か所選定した。①伝統的

な方法にこだわる窯元と，②日用品ではない陶壁

をつくる窯元，そして③後継者を育成する県の施

設のうち１か所を選んで見学をした後，手びねり

体験をしたり，人間国宝である濱田庄司の作品を

見たり，益子町役場の方の益子焼を生かしたまち

づくりについて話を聞いたりした。 

その上で，これまでに学習してきたことを生か

して，販売額を上げるための取り組みを考えると

いう課題を設定した。全員が全く新しいアイディ

アを生み出すのは困難だと考えたため，益子町が

現在行っているフォトコンテストなどの取り組

みを継続するというアイディアも可とした。 

本時（第８時）では，学習課題を追究するため

に，「社会的な見方・考え方」を働かせながら，

多面的・多角的に考え，益子焼の販売額を上げる

アイディアを表現できることをねらいとした。子

どもたちの具体的な姿については，以下の評価計

画における一例で示す。 

・評価計画 

 ア 観点－思考・判断・表現 

 イ 方法－ワークシートの記述 

 ウ 具体の評価基準等 
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・授業の流れ
前時（第7時）のうちに，「益子焼のはん売がく

を上げるためのアイディアを考えよう」というめあ
てのもと，4人で構成されたグループごとにアイ
ディアを考え，ホワイトボードに記入済みである。
それらを黒板に掲示した上で，授業を開始した。

はじめに，社会科見学で町役場の方から与えられ
たミッションから「益子焼のはん売がくを上げるた
めのアイディアを提案しよう」というめあてを確認
した。

その後，どんな観点で話すとよいか問いかけ，話
合う活動を設定し，売り上げ・取り組みやすさ・値
段・お客さんなどの観点を見い出した。それは，観
点に沿って互いの考えを見直すことができるように
するためである。

まずは，販売額を上げるためのアイディアについ
て，学級全体で話合いの時間をもった。その際，誰
が取り組めばよいのかと問い返すことで，取り組む
立場を明確にし，多角的に考えられるように意識的
に取り組んだ。また，観点ごとの良し悪しが分かる
ように，良ければ◎や悪ければ△などとホワイト
ボードに板書することで，アイディアを容易に比較
できるような工夫をした。

そして，主に窯元の取り組みについて議論を交わ
しているところで，窯元が他県の窯元と協力して焼
き物をつくる試みをしていることや，全国的にイン
ターネット販売を行っているというインタビュー資
料を提示した。また，インターネット販売を行う全
国の販路図を提示することで，他者とのつながりや
販路の広がりから取り組みのよさを考えることがで
きるようにした。

その後，学級全体での話合いを生かして，グルー
プで話合った。その際に，納得した友達の意見を参
考にしたり，反対意見の根拠にも耳を傾けたりして
考えるように促した。それは，多様な考えを取り入
れて，自分の考えを再構成できるようにするためで
ある。また，他の観点から考えてみるよう促すこと
で，複数の観点から多面的に考えることができるよ
うにした。そのようにして考えたアイディアを各自
でワークシートに書いた。

（3）授業の実際について
①前時（第7時）

各グループが作成した案は，【資料1】のような「窯

元が伝統を守りながら，今の時代に合わせたオシャ
レな益子焼をつくる」などの窯元の立場や，「町役
場の人が中心となって，県外や外国に売る」などの
販売の立場など，様々な立場からアイディアを出す
ことができていた。小学生らしい豊かな発想と学習
した内容をふまえた非常に興味深いものであった。

【資料1】グループで作成したアイディアの一例
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・授業の流れ 

  前時（第７時）のうちに，「益子焼のはん売が

くを上げるためのアイディアを考えよう」という

めあてのもと，４人で構成されたグループごとに

アイディアを考え，ホワイトボードに記入済みで

ある。それらを黒板に掲示した上で，授業を開始

した。 

はじめに，社会科見学で町役場の方から与えら

れたミッションから「益子焼のはん売がくを上げ

るためのアイディアを提案しよう」というめあて

を確認した。 

その後，どんな観点で話すとよいか問いかけ，

話合う活動を設定し，売り上げ・取り組みやすさ・

値段・お客さんなどの観点を見い出した。それは，

観点に沿って互いの考えを見直すことができる

ようにするためである。 
まずは，販売額を上げるためのアイディアにつ

いて，学級全体で話合いの時間をもった。その際，

誰が取り組めばよいのかと問い返すことで，取り

組む立場を明確にし，多角的に考えられるように

意識的に取り組んだ。また，観点ごとの良し悪し

が分かるように，良ければ◎や悪ければ△などと

ホワイトボードに板書することで，アイディアを

容易に比較できるような工夫をした。 
  そして，主に窯元の取り組みについて議論を交

わしているところで，窯元が他県の窯元と協力し

て焼き物をつくる試みをしていることや，全国的

にインターネット販売を行っているというイン

タビュー資料を提示した。また，インターネット

販売を行う全国の販路図を提示することで，他者

とのつながりや販路の広がりから取り組みのよ

さを考えることができるようにした。 
その後，学級全体での話合いを生かして，グル

ープで話合った。その際に，納得した友達の意見

を参考にしたり，反対意見の根拠にも耳を傾けた

りして考えるように促した。それは，多様な考え

を取り入れて，自分の考えを再構成できるように

するためである。また，他の観点から考えてみる

よう促すことで，複数の観点から多面的に考える

ことができるようにした。そのようにして考えた

アイディアを各自でワークシートに書いた。 
 

（（３３））授授業業のの実実際際ににつついいてて  

 ①前時（第７時） 

  各グループが作成した案は，【資料１】のよう

な「窯元が伝統を守りながら，今の時代に合わせ

たオシャレな益子焼をつくる」などの窯元の立場

や，「町役場の人が中心となって，県外や外国に

売る」などの販売の立場など，様々な立場からア

イディアを出すことができていた。小学生らしい

豊かな発想と学習した内容をふまえた非常に興味

深いものであった。 

 

【【資資料料１１】】ググルルーーププでで作作成成ししたたアアイイデディィアアのの一一例例  

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】のような考えが生まれたのは，益子

焼が１７０年ほどの歴史をもつことを学び，社会

科見学で実際に伝統製法への熱い思いを自分で見

聞きし，なおかつ，益子焼を発展させるための新

しい取り組みについて学習したからだと考えられ

る。 

 ②本時（第８時） 

本時において話合いを進めていくなかで，【資

料２】のようなアイディアが見られた。 

 

【【資資料料２２】】「「社社会会をを見見つつめめ」」てていいるる姿姿のの一一例例  

 

 

 

このように，陶器市を県外でも行うなど，販売

する場所を工夫したり，全国に販路を拡大するた

めに，web での販売をしたりするなどのアイディ

アも多数見られた。販売額を上げるためには，人

口がたくさんいる大都市で売ることが効果的だと

考えたことに加え，益子から遠くない現実的な場

所を選んでいるともいえる。また，web で販売す

ることで益子から遠くの場所に住んでいる方にも

買ってもらえるように陶器市と web 陶器市をセッ

トで売るという比較的実現可能なアイディアを考

えることもできた。他にも，人口が多い上に，周

辺に有名な焼き物の産地がない「北海道」で，益

子焼の陶器市を開催することで，手に取ってくれ

益子焼のとうき市を，宇都宮や水戸，東京，横浜な

どで開き，web でも売る。 

【資料1】のような考えが生まれたのは，益子焼
が170年ほどの歴史をもつことを学び，社会科見
学で実際に伝統製法への熱い思いを自分で見聞き
し，なおかつ，益子焼を発展させるための新しい取
り組みについて学習したからだと考えられる。
②本時（第8時）

本時において話合いを進めていくなかで，【資料
2】のようなアイディアが見られた。

【資料2】「社会を見つめ」ている姿の一例

益子焼のとうき市を，宇都宮や水戸，東京，横
浜などで開き，webでも売る。

このように，陶器市を県外でも行うなど，販売す
る場所を工夫したり，全国に販路を拡大するために，
webでの販売をしたりするなどのアイディアも多
数見られた。販売額を上げるためには，人口がたく
さんいる大都市で売ることが効果的だと考えたこと
に加え，益子から遠くない現実的な場所を選んでい
るともいえる。また，webで販売することで益子
から遠くの場所に住んでいる方にも買ってもらえる
ように陶器市とweb陶器市をセットで売るという
比較的実現可能なアイディアを考えることもでき
た。他にも，人口が多い上に，周辺に有名な焼き物
の産地がない「北海道」で，益子焼の陶器市を開催
することで，手に取ってくれるのではないか考える
子どももいた。このように，「位置」や「分布」といっ
た「社会的な見方・考え方」を働かせていた姿は，「社
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会を見つめ」ている姿といえる。
そして，【資料3】のようなアイディアも生まれた。

【資料3】「社会を見つめ」ている姿の一例

益子焼を売っている所やインターネットで益子
焼を買えば，わり引き券をもらえるようにする。
わり引きけんは益子焼を使っているレストラン
や益子焼を買うときにつかうことができる。（発
行は町役場）

これは，販売店と町が連携して割引券を発行する
ことやその割引券は益子焼を使っているレストラン
益子焼販売店で使えるという異なる立場が連携して
行う取り組みである。これもまた，「連携」や「工夫」
という「社会的な見方・考え方」を働かせ，「社会
を見つめ」ている姿といえる。

以上のように，学級全体やグループでの話合いを
通して，子どもたちは多角的に捉えられるように
なったと考えられる。
③単元末（第9時）

第9時においては，【資料4】のように，「益子町
まちづくりアイディアレポート」（提案書）に窯元
の取り組みだけでなく，町役場や外食チェーンが連
携した取り組みについても言及することができてい
る。

【資料4】連携について言及する提案書

町役場の方が，和食チェーン店とコラボし，お
店で使っているお皿を益子焼にするイベントを
行う。

（理由）
和食チェーン店などのお店とコラボすれば，全
国のお客さんに益子焼を知ってもらえて，興味
をもってもらえると思うから。

このように，いくつかの立場が連携して，販売額
を上げる取り組みについて考えているのは，本時の
資料を基に窯元同士の連携が効果的であるという考
えををしっかりともつことができたからに他ならな
い。

そして，単元末の振り返りでは，【資料5】のよ
うに，益子焼が魅力的なものであり，益子焼の陶芸
家になりたいと考える子どもも出てきた。

【資料5】「社会と関わる」姿の一例

益子焼は，自分が思っていたよりも作るのがむ
ずかしく，みりょく的な物だということがわかっ
た。自分も，益子焼をたくさん使いたいと思った。
今回の学習で，自分も益子焼を作るとうげい家
になりたいと思った。

社会科見学で益子焼に関わる人々の「思い」や「工
夫」，「努力」に直接触れたことや益子焼でも人気が
ある窯元を題材にした資料から窯元の工夫や努力，
益子焼に対する思いを読み取ったことが大きく影響
したのではないかと考えている。「陶芸家になりた
い」という姿は「社会と関わる」姿と捉えられる。

また，以前は益子焼にあまり興味がなかったもの
の，本単元の学習を通して，【資料6】のように，
考えた子どももいた。

【資料6】「社会と関わる」姿の一例

益子焼について，ただの焼き物だと思っていま
したが，学習してみて，工夫がほどこされ，町
の人全員が努力をして成り立っている焼き物な
んだなと考えました。このような努力を見て，
益子焼がもっともっと続いてほしいと思いまし
た。

ここでは，益子焼に関わる人々の「思い」や「工
夫」，「努力」に触れて，「益子焼がこれからももっ
ともっと長く続いてほしい」という思いに至ってい
る。このような姿も「社会と関わる」姿といえよう。
他にも，「益子焼をただの古めかしい焼き物だと考
えていたことがばかばかしい」や「益子焼の学習を
したので，今度益子焼を買いに益子の陶器市に行っ
てみたい」，「web陶器市を母親と一緒に見て，実
際に買ってみた」，「もう一度自分の手で益子焼を
作ってみたい」，「益子焼という素晴らしいものを知
らない人にも広めたい」などという振り返りが見ら
れた。全て「社会と関わる」姿といえるだろう。

（4）実践を通して
本実践を通して，「位置」や「分布」に着目しな

がら益子焼を幅広く買ってもらおうとしたり，「連
携」や「工夫」の視点から益子焼の認知度を上げよ
うとしたりするなど，益子焼販売額増加に向けた取
り組みのアイディアを提案・追究するなかで，「社
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会的な見方・考え方」を働かせながら，「社会を見
つめ」る姿を見取ることができた。

また，益子焼に関わる人々の益子焼を「続けたい」
「広めたい」という「思い」や「工夫」，「努力」に
触れることによって，「陶芸家になりたい」，「もっ
ともっと続いてほしい」といった益子焼に関心を持
ち続ける子どもたちの「社会と関わる」姿を見取る
ことができた。このように，人々の「思い」や「工
夫」，「努力」に直接触れることは，「社会と関わる」
上でとても重要であり，子どもたちの考え，ひいて
は今後の行動にまで関わる重大なことであるといえ
よう。よって，子どもたちが効果的かつ適切に「思
い」や「工夫」，「努力」を感じ取ることができるよ
うに，教師は手だてを常に考えていかなければなら
ない。その手だてについては，今後も検証を続けて
いく必要があると考える。

3．�単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿�（中
学校第2学年地理的分野「日本の諸地域�北海道
地方」）

（1）本単元における学習計画
本単元は，学習指導要領の内容「（3）日本の諸

地域」のア・イにあたる。本単元における学習計画
を示すと，以下の【表2】の通りとなる。

【表2】本単元における学習計画
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うとしたりするなど，益子焼販売額増加に向けた取

り組みのアイディアを提案・追究するなかで，「社

会的な見方・考え方」を働かせながら，「社会を見

つめ」る姿を見取ることができた。 

 また，益子焼に関わる人々の益子焼を「続けたい」

「広めたい」という「思い」や「工夫」，「努力」

に触れることによって，「陶芸家になりたい」，「も

っともっと続いてほしい」といった益子焼に関心を

持ち続ける子どもたちの「社会と関わる」姿を見取

ることができた。このように，人々の「思い」や「工

夫」，「努力」に直接触れることは，「社会と関わ

る」上でとても重要であり，子どもたちの考え，ひ

いては今後の行動にまで関わる重大なことであると

いえよう。よって，子どもたちが効果的かつ適切に

「思い」や「工夫」，「努力」を感じ取ることがで

きるように，教師は手だてを常に考えていかなけれ

ばならない。その手だてについては，今後も検証を

続けていく必要があると考える。 

 

３．単元・授業の実際と子どもたちの学びの姿    

（中学校第２学年地理的分野「日本の諸地域 北海道地方」） 

 

（（１１））本本単単元元ににおおけけるる学学習習のの構構造造  

 本単元は，学習指導要領の内容「（３）日本の諸

地域」のア・イにあたる。本単元における問いの構

造を示すと，以下の【表２】の通りとなる。 

 

【【表表２２】】本本単単元元ににおおけけるる問問いいのの構構造造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※ゴシック字は，働かせたい見方・考え方） 

（（２２））本本時時のの授授業業ににつついいてて  

・題目  

「北海道の地域的課題を解決するためには，林

業の六次産業化をどのようにしたらよいか」 

・目標  

北海道地方の地域的課題を解決させることに

つながる林業の六次産業化の形について，他の産

業との関わりを基に多面的・多角的に考察し，北

海道の地域的特色をふまえた上で適切に表現で

きる。      【思考力・判断力・表現力等】 

・指導方針 

  本単元で学習した北海道地方の地域的特色を

基に，北海道地方の地域的課題を解決させるため

の方策として，前時に林業の六次産業化について

班ごとに考察する。地域的課題は，「産業の付加

価値率を高め，地域の発展に結びつける」という

点を設定した。六次産業化については，持続可能

性を追求するために SDGS の目標を１つ選択さ

せ，その目標の達成を目指して考察させる。なお，

本校では総合的な学習の時間で第１学年次から

SDGS について追究しているため，それぞれの目

標における内容については十分に理解している。 

前時までには，北海道地方の地域的特色につい

て，産業を中核とした視点を基に追究させる。そ

のなかで，厳しい自然環境において生活する人々

の工夫や生活の様子について，「位置や分布」，

「場所」，「地域」などに着目させながら考察さ

せる。その上で，第５・６時では，広大な森林面

積に恵まれた林業を取り上げる。付加価値率に着

目しながら課題を共有し，その課題を解決させる

ための六次産業化の案について，北海道地方の地

域的特色を踏まえながら考察させる。 

本時（第７時）では，学習課題を追究するため

に，「社会的な見方・考え方」を働かせながら，

六次産業化した林業を多面的・多角的に考察し，

持続可能性の具体的な姿の一例について表現で

きることをねらいとした。生徒が考える持続可能

性の具体的な形については，以下の評価計画にお

ける「十分満足」の一例に示す。 

・評価計画 

 ア 観点－思考・判断・表現 

 イ 方法－学習活動において提出された生徒の

作品分析による 

 ウ 具体の評価基準等 （※ゴシック字は，働かせたい見方・考え方）

（2）本時の授業について
・題目

「北海道の地域的課題を解決するためには，林業
の六次産業化をどのようにしたらよいか」
・目標

北海道地方の地域的課題を解決させることにつな
がる林業の六次産業化の形について，他の産業との
関わりを基に多面的・多角的に考察し，北海道の地
域的特色をふまえた上で適切に表現できる。

【思考力・判断力・表現力等】
・指導方針

本単元で学習した北海道地方の地域的特色を基
に，北海道地方の地域的課題を解決させるための方
策として，前時に林業の六次産業化について班ごと
に考察する。地域的課題は，「産業の付加価値率を
高め，地域の発展に結びつける」という点を設定し
た。六次産業化については，持続可能性を追求する
ために SDGS の目標を1つ選択させ，その目標の
達成を目指して考察させる。なお，本校では総合的
な学習の時間で第1学年次からSDGSについて追究
しているため，それぞれの目標における内容につい
ては十分に理解している。

前時までには，北海道地方の地域的特色について，
産業を中核とした視点を基に追究させる。そのなか
で，厳しい自然環境において生活する人々の工夫や
生活の様子について，「位置や分布」，「場所」，「地域」
などに着目させながら考察させる。その上で，第5・
6時では，広大な森林面積に恵まれた林業を取り上
げる。付加価値率に着目しながら課題を共有し，そ
の課題を解決させるための六次産業化の案につい
て，北海道地方の地域的特色を踏まえながら考察さ
せる。

本時（第7時）では，学習課題を追究するために，
「社会的な見方・考え方」を働かせながら，六次産
業化した林業を多面的・多角的に考察し，持続可能
性の具体的な姿の一例について表現できることをね
らいとした。生徒が考える持続可能性の具体的な形
については，以下の評価計画における「十分満足」
の一例に示す。
・評価計画

ア　観点－思考・判断・表現
イ　方法－ 学習活動において提出された生徒の作

品分析による
ウ　具体の評価基準等
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・授業の流れ 

 はじめに，４人ごとに構成された９つの班を３つ 

のグループに分け，各グループ内における他の班 

の六次産業化の案を評価する活動を行う。評価の規 

準は教師が示した資料を基に，「経済効果」と「環 

境保全」の観点で評価し合うことを共有する。２つ 

の観点を２軸にしたマトリックス表の中心に自分 

の班の案を置き，自分の班と比較することで他の２ 

つの案を表に位置づける。その際に，位置づけた理 

由や，修正点などのアドバイスを書き込み，同じグ 

ループ内で共有し合う。この活動は，１人１台配付 

されたタブレットを用い，Google ｼﾞｬﾑﾎﾞｰﾄﾞの機能 

を使用することで，同じ班の生徒で同時に作業を行 

うことができる。 

 そして，他の班から受けた評価やアドバイスを 

基に班で再度修正をする時間を設け，その後に学級 

全体で学習課題について話し合う。話合いの形態は， 

ペアや班，学級全体を使い分けて行う。「どのよう 

な点を意識して班の案を修正したのか」を問いかけ 

たり，教師が適宜資料を提示したりしながら話合 

いを進める。 

 なお，教師が本時で準備した資料は，「林業従事 

者へのインタビュー映像」（前編として，業務内容 

は前時に視聴済みである。後編として，他の産業と 

の連携などについて触れた内容を本時で提示する）， 

「六次産業化の先行事例（他の産業との連携した事 

業も含む）」などである。 

 

（（３３））授授業業のの実実際際ににつついいてて  

 前時に各班が作成した案は，北海道の地域的特色 

を生かしつつも，中学生らしい豊かな発想と丹念に 

調査した内容をふまえた非常に興味深いものであっ 

た。なかには，北海道の人口分布や，森林分布，さ 

らに樹種の広がりに着目しながら考察した班もあっ 

た。また，販売する場所を工夫したり，北海道の特 

産物を案に組み込んだりなどの工夫も見られた。下 

下の【資料７】に示すように，「位置や分布」，「場 

所」といった「社会的な見方・考え方」を働かせて 

いる姿は，「社会を見つめ」ている姿と言える。 

 

【【資資料料７７】】「「社社会会をを見見つつめめ」」てていいるる姿姿のの一一例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に追究した分，本時における互いに評価し合

う活動では，２軸の表に位置づける活動において，

どの班も苦慮している様子であった。前時にその案

については理解しており，初見ではない。しかし，

評価基準を調整する必要があり，それぞれがしっか

りとした意見を持ち寄っているため良い意味で議論

がぶつかり，授業者の想定より時間をかけている姿

があった。以下の【資料８】のように，位置づけだ

けではなく，修正点やアドバイスもしっかりと議論

し加えていた。 

 

【【資資料料８８】】生生徒徒にによよるる位位置置づづけけやや修修正正点点・・アアドドババイイスス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，【資料９】のように，この活動のなかでは， 

「間伐材を使用しているのは，無駄に木を伐採する

のではないから環境にも良く，利用することで経済

効果も見込める」という思考から２軸の表に位置づ

けている意見が多かった。 

 

 

 

「おおむね満足できる状況」に
加えて，より効果的な林業の六
次産業化について，空間的相互
依存作用や北海道の地域的特色
に着目して記述している。

・授業の流れ
はじめに，4人ごとに構成された9つの班を3つ

のグループに分け，各グループ内における他の班の
六次産業化の案を評価する活動を行う。評価の規準
は教師が示した資料を基に，「経済効果」と「環境
保全」の観点で評価し合うことを共有する。2つの
観点を2軸にしたマトリックス表の中心に自分の班
の案を置き，自分の班と比較することで他の2つの
案を表に位置づける。その際に，位置づけた理由や，
修正点などのアドバイスを書き込み，同じグループ
内で共有し合う。この活動は，1人1台配付された
タブレットを用い，Googleジャムボードの機能を
使用することで，同じ班の生徒で同時に作業を行う
ことができる。

そして，他の班から受けた評価やアドバイスを基
に班で再度修正をする時間を設け，その後に学級全
体で学習課題について話し合う。話合いの形態は，
ペアや班，学級全体を使い分けて行う。「どのよう
な点を意識して班の案を修正したのか」を問いかけ
たり，教師が適宜資料を提示したりしながら話合い
を進める。

なお，教師が本時で準備した資料は，「林業従事
者へのインタビュー映像」（前編として，業務内容
は前時に視聴済みである。後編として，他の産業と
の連携などについて触れた内容を本時で提示する），

「六次産業化の先行事例（他の産業との連携した事
業も含む）」などである。

（3）授業の実際について
前時に各班が作成した案は，北海道の地域的特色

を生かしつつも，中学生らしい豊かな発想と丹念に
調査した内容をふまえた非常に興味深いものであっ
た。なかには，北海道の人口分布や，森林分布，さ
らに樹種の広がりに着目しながら考察した班もあっ

た。また，販売する場所を工夫したり，北海道の特
産物を案に組み込んだりなどの工夫も見られた。下
下の【資料7】に示すように，「位置や分布」，「場所」
といった「社会的な見方・考え方」を働かせている
姿は，「社会を見つめ」ている姿と言える。

【資料7】「社会を見つめ」ている姿の一例
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・授業の流れ 

 はじめに，４人ごとに構成された９つの班を３つ 

のグループに分け，各グループ内における他の班 

の六次産業化の案を評価する活動を行う。評価の規 

準は教師が示した資料を基に，「経済効果」と「環 

境保全」の観点で評価し合うことを共有する。２つ 

の観点を２軸にしたマトリックス表の中心に自分 

の班の案を置き，自分の班と比較することで他の２ 

つの案を表に位置づける。その際に，位置づけた理 

由や，修正点などのアドバイスを書き込み，同じグ 

ループ内で共有し合う。この活動は，１人１台配付 

されたタブレットを用い，Google ｼﾞｬﾑﾎﾞｰﾄﾞの機能 

を使用することで，同じ班の生徒で同時に作業を行 

うことができる。 

 そして，他の班から受けた評価やアドバイスを 

基に班で再度修正をする時間を設け，その後に学級 

全体で学習課題について話し合う。話合いの形態は， 

ペアや班，学級全体を使い分けて行う。「どのよう 

な点を意識して班の案を修正したのか」を問いかけ 

たり，教師が適宜資料を提示したりしながら話合 

いを進める。 

 なお，教師が本時で準備した資料は，「林業従事 

者へのインタビュー映像」（前編として，業務内容 

は前時に視聴済みである。後編として，他の産業と 

の連携などについて触れた内容を本時で提示する）， 

「六次産業化の先行事例（他の産業との連携した事 

業も含む）」などである。 

 

（（３３））授授業業のの実実際際ににつついいてて  

 前時に各班が作成した案は，北海道の地域的特色 

を生かしつつも，中学生らしい豊かな発想と丹念に 

調査した内容をふまえた非常に興味深いものであっ 

た。なかには，北海道の人口分布や，森林分布，さ 

らに樹種の広がりに着目しながら考察した班もあっ 

た。また，販売する場所を工夫したり，北海道の特 

産物を案に組み込んだりなどの工夫も見られた。下 

下の【資料７】に示すように，「位置や分布」，「場 

所」といった「社会的な見方・考え方」を働かせて 

いる姿は，「社会を見つめ」ている姿と言える。 

 

【【資資料料７７】】「「社社会会をを見見つつめめ」」てていいるる姿姿のの一一例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に追究した分，本時における互いに評価し合

う活動では，２軸の表に位置づける活動において，

どの班も苦慮している様子であった。前時にその案

については理解しており，初見ではない。しかし，

評価基準を調整する必要があり，それぞれがしっか

りとした意見を持ち寄っているため良い意味で議論

がぶつかり，授業者の想定より時間をかけている姿

があった。以下の【資料８】のように，位置づけだ

けではなく，修正点やアドバイスもしっかりと議論

し加えていた。 

 

【【資資料料８８】】生生徒徒にによよるる位位置置づづけけやや修修正正点点・・アアドドババイイスス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，【資料９】のように，この活動のなかでは， 

「間伐材を使用しているのは，無駄に木を伐採する

のではないから環境にも良く，利用することで経済

効果も見込める」という思考から２軸の表に位置づ

けている意見が多かった。 

 

 

 

熱心に追究した分，本時における互いに評価し合
う活動では，2軸の表に位置づける活動において，
どの班も苦慮している様子であった。前時にその案
については理解しており，初見ではない。しかし，
評価基準を調整する必要があり，それぞれがしっか
りとした意見を持ち寄っているため良い意味で議論
がぶつかり，授業者の想定より時間をかけている姿
があった。以下の【資料8】のように，位置づけだ
けではなく，修正点やアドバイスもしっかりと議論
し加えていた。

【資料8】生徒による位置づけや修正点・アドバイス
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・授業の流れ 

 はじめに，４人ごとに構成された９つの班を３つ 

のグループに分け，各グループ内における他の班 

の六次産業化の案を評価する活動を行う。評価の規 

準は教師が示した資料を基に，「経済効果」と「環 

境保全」の観点で評価し合うことを共有する。２つ 

の観点を２軸にしたマトリックス表の中心に自分 

の班の案を置き，自分の班と比較することで他の２ 

つの案を表に位置づける。その際に，位置づけた理 

由や，修正点などのアドバイスを書き込み，同じグ 

ループ内で共有し合う。この活動は，１人１台配付 

されたタブレットを用い，Google ｼﾞｬﾑﾎﾞｰﾄﾞの機能 

を使用することで，同じ班の生徒で同時に作業を行 

うことができる。 

 そして，他の班から受けた評価やアドバイスを 

基に班で再度修正をする時間を設け，その後に学級 

全体で学習課題について話し合う。話合いの形態は， 

ペアや班，学級全体を使い分けて行う。「どのよう 

な点を意識して班の案を修正したのか」を問いかけ 

たり，教師が適宜資料を提示したりしながら話合 

いを進める。 

 なお，教師が本時で準備した資料は，「林業従事 

者へのインタビュー映像」（前編として，業務内容 

は前時に視聴済みである。後編として，他の産業と 

の連携などについて触れた内容を本時で提示する）， 

「六次産業化の先行事例（他の産業との連携した事 

業も含む）」などである。 

 

（（３３））授授業業のの実実際際ににつついいてて  

 前時に各班が作成した案は，北海道の地域的特色 

を生かしつつも，中学生らしい豊かな発想と丹念に 

調査した内容をふまえた非常に興味深いものであっ 

た。なかには，北海道の人口分布や，森林分布，さ 

らに樹種の広がりに着目しながら考察した班もあっ 

た。また，販売する場所を工夫したり，北海道の特 

産物を案に組み込んだりなどの工夫も見られた。下 

下の【資料７】に示すように，「位置や分布」，「場 

所」といった「社会的な見方・考え方」を働かせて 

いる姿は，「社会を見つめ」ている姿と言える。 

 

【【資資料料７７】】「「社社会会をを見見つつめめ」」てていいるる姿姿のの一一例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に追究した分，本時における互いに評価し合

う活動では，２軸の表に位置づける活動において，

どの班も苦慮している様子であった。前時にその案

については理解しており，初見ではない。しかし，

評価基準を調整する必要があり，それぞれがしっか

りとした意見を持ち寄っているため良い意味で議論

がぶつかり，授業者の想定より時間をかけている姿

があった。以下の【資料８】のように，位置づけだ

けではなく，修正点やアドバイスもしっかりと議論

し加えていた。 

 

【【資資料料８８】】生生徒徒にによよるる位位置置づづけけやや修修正正点点・・アアドドババイイスス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，【資料９】のように，この活動のなかでは， 

「間伐材を使用しているのは，無駄に木を伐採する

のではないから環境にも良く，利用することで経済

効果も見込める」という思考から２軸の表に位置づ

けている意見が多かった。 

 

 

 

また，【資料9】のように，この活動のなかでは，「間
伐材を使用しているのは，無駄に木を伐採するので
はないから環境にも良く，利用することで経済効果
も見込める」という思考から2軸の表に位置づけて
いる意見が多かった。
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【資料9】間伐材の使用を評価した班のシート（部分）
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【【資資料料９９】】間間伐伐材材のの使使用用をを評評価価ししたた班班ののシシーートト（（部部分分））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この段階で生徒の思考は，「経済効果」と「環境

保全」について，林業という枠組みの中では考えて

いるものの，他の産業との連携による相乗効果など

の視野では捉えていないこともわかる。 

 次に，他の班に評価されたシート（アドバイスを 

含む）を見て，多くの生徒がその意見に対し反論 

や説明をしたい様子であった。本時において，その 

やり取りをする時間を確保できなかった点は反省点 

の一つである。後述する「他産業との連携」なども， 

そのやり取りによって話題として上がるなど，さま 

ざまな生徒の姿を見取ることができたはずであろう。 

 その後の活動では，学習課題について全体での話 

合いを進めた。その中で用意した資料を提示し，「他 

産業との連携」という視点を取り上げた。 

なお，前時までの活動で授業者は各班の案を把握 

している。間伐材を使用した遊具や教具，廃材を利

用した燃料設備，木製品をプラスチックの代用にす

るなど，主に工業や商業との連携が多かった。その

なかに，唯一，１つの班だけが「漁業」との連携を

基に六次産業化を考察していたことを付け加えてお

く。 

 そこで，漁業との連携を考察した班の案を全体で 

取り上げ，「漁業」との連携によって見込まれる利 

点にはどのようなものがあるのかについて全員に考 

えさせ，班単位で意見交換させた。その後，班ごと 

に意見を聞き，全体で練り上げていくなかで，健全 

な森林機能の保全が，漁業にも好影響をもたらすと 

いう点について共有することができた。ここで生徒 

は，「互いの活性化につながる」などの発言や記述 

をしており，「相互依存関係」という「社会的な見 

方・考え方」を働かせていた姿を見取ることができ 

た。 

 その上で，再度，学習課題について個人で考えさ 

せ，記述させたところ，【資料 10】に示すように， 

「他の産業との結びつきを強め，互いに活性化する 

ことが，持続可能な林業につながる」という意見が 

あり全体で共有した。単元の学習の前では漠然とし 

た「持続可能性」という見方・考え方が，一例では 

あるものの，より具体的な形として構造化された 

といえる。そして，このような姿が，「社会と関わ 

る」姿といえよう。 

 

【【資資料料 1100】】「「社社会会とと関関わわるる」」姿姿のの一一例例  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（４４））実実践践をを通通ししてて  

本実践を通して，林業の六次産業化を追究する過 

程において，北海道地方の地域的特色を基にした 

案を考察していることから，「位置や分布」，「場 

所」などの「社会的な見方・考え方」を働かせなが 

ら「社会を見つめ」る姿を見取ることができた。 

また，そのような学習を踏まえた上で，「空間的 

相互依存関係」などの「社会的な見方・考え方」を 

働かせることによって，持続可能な林業の形を，他 

の産業との連携とそれに伴う相乗効果への期待を 

表現していることから，「社会と関わる」姿を見取 

ることができた。 

特に，単元の学習を進めるなかで，生徒の考える 

持続可能な林業の形が，より具体的な形として捉え 

ることができるようになった姿を見取ることがで 

きた。そのための具体的な手だてとして，「北海道 

地方の林業を取り上げること」，「林業の六次産業 

化を考察すること」，「SDGS の目標を設定するこ 

と」，「林業従事者のインタビュー映像を用いるこ 

と」，「考察した案を相互評価すること」などを用 

いたが，これらの手だての有効性についても，今後 

検証していく必要があると考える。 

 

 

この段階で生徒の思考は，「経済効果」と「環境
保全」について，林業という枠組みの中では考えて
いるものの，他の産業との連携による相乗効果など
の視野では捉えていないこともわかる。

次に，他の班に評価されたシート（アドバイスを
含む）を見て，多くの生徒がその意見に対し反論や
説明をしたい様子であった。本時において，そのや
り取りをする時間を確保できなかった点は反省点の
一つである。後述する「他産業との連携」なども，
そのやり取りによって話題として上がるなど，さま
ざまな生徒の姿を見取ることができたはずであろ
う。

その後の活動では，学習課題について全体での話
合いを進めた。その中で用意した資料を提示し，「他
産業との連携」という視点を取り上げた。

なお，前時までの活動で授業者は各班の案を把握
している。間伐材を使用した遊具や教具，廃材を利
用した燃料設備，木製品をプラスチックの代用にす
るなど，主に工業や商業との連携が多かった。その
なかに，唯一，1つの班だけが「漁業」との連携を
基に六次産業化を考察していたことを付け加えてお
く。

そこで，漁業との連携を考察した班の案を全体で
取り上げ，「漁業」との連携によって見込まれる利
点にはどのようなものがあるのかについて全員に考
えさせ，班単位で意見交換させた。その後，班ごと
に意見を聞き，全体で練り上げていくなかで，健全
な森林機能の保全が，漁業にも好影響をもたらすと
いう点について共有することができた。ここで生徒
は，「互いの活性化につながる」などの発言や記述
をしており，「空間的相互依存作用」という「社会

的な見方・考え方」を働かせていた姿を見取ること
ができた。

その上で，再度，学習課題について個人で考えさ
せ，記述させたところ，【資料10】に示すように，「他
の産業との結びつきを強め，互いに活性化すること
が，持続可能な林業につながる」という意見があり
全体で共有した。単元の学習の前では漠然とした「持
続可能性」という見方・考え方が，一例ではあるも
のの，より具体的な形として構造化されたといえる。
そして，このような姿が，「社会と関わる」姿とい
えよう。

【資料10】「社会と関わる」姿の一例
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この段階で生徒の思考は，「経済効果」と「環境

保全」について，林業という枠組みの中では考えて

いるものの，他の産業との連携による相乗効果など

の視野では捉えていないこともわかる。 

 次に，他の班に評価されたシート（アドバイスを 

含む）を見て，多くの生徒がその意見に対し反論 

や説明をしたい様子であった。本時において，その 

やり取りをする時間を確保できなかった点は反省点 

の一つである。後述する「他産業との連携」なども， 

そのやり取りによって話題として上がるなど，さま 

ざまな生徒の姿を見取ることができたはずであろう。 

 その後の活動では，学習課題について全体での話 

合いを進めた。その中で用意した資料を提示し，「他 

産業との連携」という視点を取り上げた。 

なお，前時までの活動で授業者は各班の案を把握 

している。間伐材を使用した遊具や教具，廃材を利

用した燃料設備，木製品をプラスチックの代用にす

るなど，主に工業や商業との連携が多かった。その

なかに，唯一，１つの班だけが「漁業」との連携を

基に六次産業化を考察していたことを付け加えてお

く。 

 そこで，漁業との連携を考察した班の案を全体で 

取り上げ，「漁業」との連携によって見込まれる利 

点にはどのようなものがあるのかについて全員に考 

えさせ，班単位で意見交換させた。その後，班ごと 

に意見を聞き，全体で練り上げていくなかで，健全 

な森林機能の保全が，漁業にも好影響をもたらすと 

いう点について共有することができた。ここで生徒 

は，「互いの活性化につながる」などの発言や記述 

をしており，「相互依存関係」という「社会的な見 

方・考え方」を働かせていた姿を見取ることができ 

た。 

 その上で，再度，学習課題について個人で考えさ 

せ，記述させたところ，【資料 10】に示すように， 

「他の産業との結びつきを強め，互いに活性化する 

ことが，持続可能な林業につながる」という意見が 

あり全体で共有した。単元の学習の前では漠然とし 

た「持続可能性」という見方・考え方が，一例では 

あるものの，より具体的な形として構造化された 

といえる。そして，このような姿が，「社会と関わ 

る」姿といえよう。 

 

【【資資料料 1100】】「「社社会会とと関関わわるる」」姿姿のの一一例例  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（４４））実実践践をを通通ししてて  

本実践を通して，林業の六次産業化を追究する過 

程において，北海道地方の地域的特色を基にした 

案を考察していることから，「位置や分布」，「場 

所」などの「社会的な見方・考え方」を働かせなが 

ら「社会を見つめ」る姿を見取ることができた。 

また，そのような学習を踏まえた上で，「空間的 

相互依存関係」などの「社会的な見方・考え方」を 

働かせることによって，持続可能な林業の形を，他 

の産業との連携とそれに伴う相乗効果への期待を 

表現していることから，「社会と関わる」姿を見取 

ることができた。 

特に，単元の学習を進めるなかで，生徒の考える 

持続可能な林業の形が，より具体的な形として捉え 

ることができるようになった姿を見取ることがで 

きた。そのための具体的な手だてとして，「北海道 

地方の林業を取り上げること」，「林業の六次産業 

化を考察すること」，「SDGS の目標を設定するこ 

と」，「林業従事者のインタビュー映像を用いるこ 

と」，「考察した案を相互評価すること」などを用 

いたが，これらの手だての有効性についても，今後 

検証していく必要があると考える。 

 

 

（4）実践を通して
本実践を通して，林業の六次産業化を追究する過

程において，北海道地方の地域的特色を基にした案
を考察していることから，「位置や分布」，「場所」
などの「社会的な見方・考え方」を働かせながら「社
会を見つめ」る姿を見取ることができた。

また，そのような学習を踏まえた上で，「空間的
相互依存作用」などの「社会的な見方・考え方」を
働かせることによって，持続可能な林業の形を，他
の産業との連携とそれに伴う相乗効果への期待を表
現していることから，「社会と関わる」姿を見取る
ことができた。

特に，単元の学習を進めるなかで，生徒の考える
持続可能な林業の形が，より具体的な形として捉え
ることができるようになった姿を見取ることができ
た。そのための具体的な手だてとして，「北海道地
方の林業を取り上げること」，「林業の六次産業化を
考察すること」，「SDGSの目標を設定すること」，「林
業従事者のインタビュー映像を用いること」，「考察
した案を相互評価すること」などを用いたが，これ
らの手だての有効性についても，今後検証していく
必要があると考える。
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4．おわりに
本稿では，本プロジェクトの研究テーマ「社会を

見つめ，社会と関わる力を育成する社会科授業」に
向けて，小・中学校社会科において（複数の）異な
る「社会的な見方・考え方」を働かせた学習を位置
づけた単元・授業として，「益子焼を生かした益子
町のまちづくり」（小学校第4学年）および「日本
の諸地域～北海道地方～」（中学校第2学年） の実
践事例について，単元・授業の実際と子どもたちの
学びの姿について紹介，分析した。

今回取り上げた実践は，本研究の最終年度（4年
目）において構想・実践した小学校第4学年と中学
校第2学年（地理的分野）の事例ではあるが，本プ
ロジェクトでは，これまでの4年間を通じて小・中
学校社会科の各学年・単元における「社会的な見方・
考え方」を働かせた学習を位置づけた単元・授業を
構想・実践し，そのなかでの子どもたちの学びの姿
の一端を見取ってきた。

その結果，各学年（分野）・単元・授業において「社
会的な見方・考え方」の接続・発展や関連性に意識
しながら適切に位置づけることで，子どもたちの多
面的・多角的な学びや「深い学び」の実現に資する
可能性があることが確認された。一方で，小学校に
ついては，今回の実践では最終的に提案書を書くと
いう教師の立てた学習計画に即して単元の学習を展
開したが，子どもたちが具体的な事実を調べること
を通して，自身が社会とどのように関わっていくこ
とができるかを考え，自ら実践していく「社会と関
わる」姿を実現するために行う支援の不十分さが課
題である。また，中学校については，具体的事実に
まで下りつつ「社会を見つめ」ているのか（【資料
7】），「社会と関わる」ことをしようとしているの
か（【資料10】）は，確認することが難しい見取り
の方法であった。小・中学校社会科の各学年（分野）・
単元における「社会的な見方・考え方」の接続・発
展の在り方や関連性とともに，「社会的な見方・考
え方」を働かせることで子どもたちにどのような資
質・能力を育成していくことができるのか，また育
成されることで伸びて行く子どもたちの事実を捉え
る方法をどうするかについては，残された重要な課
題である（5）。

【註】
（1） 本プロジェクトにおける実践・研究の概要に

ついては，宇都宮大学教育学部・附属学校園『連
携研究プロジェクト 研究概要集』（2019年6
月），宇都宮大学共同教育学部・附属学校園『連
携研究プロジェクト 研究概要集』（2020年6
月），同『連携研究プロジェクト 研究概要集』

（2021年6月），同『連携研究プロジェクト 研
究概要集』（2022年6月）を参照されたい。

（2） 「『社会的な見方・考え方』を働かせたイメー
ジの例」（中央教育審議会「幼稚園，小学校，
中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策について（答
申）」，別添資料3-5）。「社会的な見方・考え方」
については，澤井陽介・加藤寿郎編著『見方・
考え方[社会科編]「見方・考え方を働かせる
真の授業の姿とは?」』（東洋館出版社，2017年）
に詳しい。

（3） 日本社会科教育学会第68回全国研究大会にお
ける課題研究Ⅲでは，「社会的な見方・考え方
との構造と発展」（『日本社会科教育学会全国
大会発表論文集 第14号』2018年），同じく第
69回全国研究大会における課題研究Ⅰでは，

「社会的な見方・考え方を育む小中高一貫の社
会科授業の在り方を探る」（『同 15号』，2019
年） のテーマのもと，「社会的な見方・考え方」
の構造や発展性・一貫性に関する提案・議論
がなされている。

（4） なお，ここでいう「異なる『社会的な見方・
考え方』」とは，前註（2）「別添資料3-5」中
において，小学校社会，中学校社会（地理的
分野），中学校社会（歴史的分野），中学校社
会（公民的分野）ごとに「考えられる視点例」
として例示されている各視点のことを指して
いる。

（5） 各校種・分野などにおける「社会的な見方・
考え方」と育成の在り方については，江口勇
治監修・編著，井田仁康・唐木清志・國分麻里・
村井大介編著『21世紀の教育に求められる「社
会的な見方・考え方」』（帝国書院，2018年）
などに詳しい。

附記　本プロジェクトにおけるメンバー・所属は，
2022年3月時点のものである。

令和4年4月1日 受理
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